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番
号 区分 区別 名称 年代 所在地 所有者

①
建造物

指定   宮津カトリック教会聖ヨハネ天主堂　
　　　　　　　　　　　　　　附　鬼瓦、鰭瓦、主祭壇断片

明治 29年（1896） 宮津市 カトリック
京都司教区

② 指定   若宮八幡宮本殿　附　覆屋、棟札　 天文 19年（1550） 久御山町 若宮八幡宮

小計 ２件

③

美
術
工
芸
品

絵画
指定   紙本墨画淡彩禅宗祖師図　狩野内膳筆　六曲屏風　 桃山時代 与謝野町 常栖寺

④  指定   絹本著色十王図　陸信忠筆 元～明時代 京都市 六波羅蜜寺　

⑤
彫刻

指定   木造阿弥陀如来坐像
　　　　　　　　像内にアン（梵字）アミタ仏等の銘がある

鎌倉時代 京都市 悲田院

⑥  指定   木造金剛力士立像
　　　　　　　吽形像の像内に正安三年巧匠定有等の銘がある

阿形：室町時代
吽形：鎌倉時代 亀岡市 金輪寺

⑦ 工芸品  指定 　金銅能作性塔
　木造彩色宝珠台 鎌倉～南北朝時代 木津川市 海住山寺

⑧ 古文書  指定
  井尻家文書　附　文書箱
　　　　　　　　　文政十三年、嘉永七年及び慶応元年の墨書銘があ
                                                    　　る

鎌倉～現代 大山崎町 個人

⑨ 書跡・典籍  指定   紙本墨書続浦嶋子伝記 鎌倉時代 伊根町 宇良神社
⑩ 考古資料 指定   冑山１号墳出土品 古墳時代 木津川市 京都府

小計 8件

⑪ 無形文化財 指定
 区分  名称  保持者

― ― ―
 金工  鋳金  髙橋範子（雅号：髙橋阿子）

小計 1件
⑫ 史跡 指定  淀藩主永井家墓所 江戸時代 宇治市 ―

小計 1件
合計 12件

　令和３年度において、京都府暫定登録有形文化財の美術工芸品５件（紙本墨画淡彩禅宗祖師図屏風　狩野内膳筆、木造金剛力
士立像　阿形、木造金剛力士立像　吽形、井尻家文書、人物埴輪　冑山１号墳出土）及び京都府暫定登録史跡 1件（淀藩主永井
家墓所）が京都府指定文化財となりました。それに伴い、それらの京都府暫定登録文化財の登録が取り消されました。

｛
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　宮津カトリック教会は、明治 29 年（1896）
宮津市街の大手川左岸に、フランス人宣教師ルイ・
ルラーブ神父によって設立された教会です。
　聖ヨハネ天主堂は、ルラーブ神父自らが設計し、
地元宮津の大工が施工を行ったものです。昭和２
年（1927）の丹後地震で被災した後に増改築が
行われ、現在の姿になりました。この教会堂は、
カトリック教会堂として全国でも初期の建築とし
て位置づけられ、教会堂の歴史を考える上で貴重
です。特に、会衆席の身廊と側廊に敷かれた畳は、
我が国における当時のカトリック教会での伝道の
姿を今に伝えています。また、御雇い外国人技師
とは異なる経路で洋風建築技術が日本に導入され
ていく一例を示すもので、学術的にも高い価値を
有しています。

①宮
みや

津
づ

カトリック教
きょう

会
かい

聖
せい

ヨハネ天
てん

主
しゅ

堂
どう

　附　鬼瓦、鰭瓦、主祭壇断片

〈指定　建造物〉

　若宮八幡宮は、久御山町の東部、木津川と旧巨
椋池に挟まれた低地に位置し、平安時代の天徳 3
年（959）の創建と伝わります。
　本殿は、棟札より天文 19 年（1550）に建立
したと判明する三

さん

間
げん

社
しゃ

流
ながれ

造
づくり

の社殿で、中世に遡る
神社本殿の一つとして貴重です。
　平成６年度に府登録としたもので、令和２・３
年度の保存修理時に、近世に部材の付加等による
装飾的な要素を強める改変が行われたことや、一
部の部材に極彩色が施されていた痕跡が残ること
など、建立後の建物の変遷に関する新たな発見が
ありました。
　また、棟札からも建立や修理の経過が確認でき、
社殿の修理と地域の災害史との関連が窺い知れる
ことなど、高い歴史的価値を有しています。

時　代：明治 29年（1896）　　
所有者：カトリック京都司教区（京都市）　  

②若
わか

宮
みや

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

本
ほん

殿
でん
　附　覆屋、棟札

時　代：天文 19年（1550）　　　　　　
所有者：若宮八幡宮（久御山町）　  

宮津カトリック教会聖ヨハネ天主堂　全景

同上　会衆席及び至聖所

若宮八幡宮本殿　全景

同上　正面
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〈指定　美術工芸品（絵画）〉

③紙
し

本
ほん

墨
ぼく

画
が

淡
たん

彩
さい

禅
ぜん

宗
しゅう

祖
そ

師
し

図
ず

　狩
か

野
のう

内
ない

膳
ぜん

筆
ひつ

　六
ろっ

曲
きょく

屏
びょう

風
ぶ

時　代：桃山時代　　所有者：常栖寺（与謝野町）　  

　与謝野町の常栖寺に伝わる六曲一双の押
おし

絵
え

貼
はり

屏
びょう

風
ぶ

です。各一扇に一面ずつ、計十二面に「船
せん

子
す

夾
かっ

山
さん

」や「香
きょう

厳
げん

撃
げき

竹
ちく

」などの禅宗祖師にまつわる禅機の場面が描かれています。落款や印章から、桃山時代に活躍した狩
か

野
のう

内
ない

膳
ぜん

重
しげ

郷
さと

の作と知られます。
狩野内膳は織田信長に仕えた荒木村重の家臣の子であると考えられ、狩野松

しょう

栄
えい

の門人となり狩野姓を許され、
主に豊臣家の画事を務めました。本作は山水景を背景に人物や動物などが丁寧に描かれ、狩野内膳の作例のなか
でも、真・行・草のうち真体の水墨画の基準的作例として重要な価値を有しています。
また、狩野松栄の父にあたる元

もと

信
のぶ

による大
だい

仙
せん

院
いん

障
しょう

壁
へき

画
が

などと共通する図像や、後世に画題のみが伝わってい
ますが、現存作例に乏しい画題が描かれており、絵手本などをもとに制作を行う狩野派の粉

ふん

本
ぽん

制
せい

作
さく

を考える上で
も大変貴重な作品です。

右隻全図　画題は右から「黄
おう

牛
ぎゅう

牽
けん

牛
ぎゅう

」、「船子夾山」、「徳
とく

山
ざん

托
たく

鉢
はつ

」、「香厳撃竹」、「倶
ぐ

胝
てい

一
いっ

指
し

」、「三
さん

平
ぺい

開
かい

胸
きょう

（石
せっ

鞏
きょう

張
ちょう

弓
きゅう

）」

左隻全図　画題は右から「懶
らい

瓚
さんわい

芋
う

」、「潘
はんろう

騎
き

驢
ろ

」、「大
だい

満
まん

送
そう

大
だい

智
ち

」、「南
なん

泉
せん

斬
ざん

猫
みょう

」、「五
ご

祖
そ

栽
さい

松
しょう

」、「浄
じょう

瓶
へいてき

倒
とう

」
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④絹
けん

本
ぽん

著
ちゃく

色
しょく

十
じゅう

王
おう

図
ず

　陸
りく

信
しん

忠
ちゅう

筆
ひつ

時　代：元～明時代　　所有者：六波羅蜜寺（京都市）　  

　京都市の六波羅蜜寺に伝来した絵画で、冥府において亡くなった者の生前の行いを裁く 10人の王をそれぞれ
一幅に描く十王図です。秦

しん

広
こう

王
おう

幅、初
しょ

江
こう

王
おう

幅、五
ご

道
どう

転
てん

輪
りん

王
おう

幅の三幅に「陸信忠筆」の落款があり、作風からも南
宋から元時代にかけて寧

にん

波
ぽう

で活躍したと考えられる陸信忠の工房で制作されたものと認められます。
　本作は上半分に十王を中心とした冥府の様子を、下半分に地獄で苦しむ罪人の姿を描いており、類例としては
奈良国立博物館所蔵の陸

りく

仲
ちゅう

淵
えん

筆
ひつ

本
ぼん

（重要文化財）が知られるのみで、珍しい図様が描かれています。さらに、陸
仲淵筆本は現在３幅しか現存しておりませんが、本作は 10幅揃った状態で伝来しており、陸仲淵筆本の失われ
た姿を想像する手掛かりとも考えることができ、大変貴重です。

秦広王幅 初江王幅 宋
そう

帝
てい

王
おう

幅

五
ご

官
かん

王
おう

幅 閻
えん

羅
ら

王
おう

幅 変
へん

成
じょう

王
おう

幅
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泰
たい

山
ざん

王
おう

幅 平
びょう

等
どう

王
おう

幅

都
と

市
し

王
おう

幅 五道転輪王幅
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時　代：鎌倉時代　　　　　　
所有者：悲田院（京都市）　  

〈指定　美術工芸品（彫刻）〉

⑤木
もく

造
ぞう

阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

坐
ざ

像
ぞう
　

像内にアン（梵字）アミタ仏等の銘がある

　高い髻
もとどり

を結い、宝
ほう

冠
かん

（亡失）をつけ、袈
け

裟
さ

を
通
つう

肩
けん

にまとい、定
じょう

印
いん

を結んで結
けっ

跏
か

趺
ふ

坐
ざ

する阿弥
陀如来像です。像内に「アン（梵字）アミタ仏」
ほか数名の墨書があり、鎌倉時代の仏

ぶっ

師
し

快
かい

慶
けい

が、
「法

ほっ

橋
きょう

」の位を得る前、比較的若い頃に制作した
仏像であることが分かります。
　抑揚を抑えながらも張りのある肉身表現や、絵
画的に整然と整えられた衣文線などに、快慶の作
風がよくあらわれています。また室町時代には泉
涌寺に伝来したことが分かり、泉涌寺の歴史を物
語る作例としても高い価値があります。

金輪寺は亀岡市宮
みや ざき

前町の神尾山の山中にあり、現在、本堂内にこの金剛力士像が安置されています。もとも
とは仁王門にあり、仁王門が退転して本堂に移されたものです。
吽形像は、像内の墨書銘から正安三年（1301）に巧匠定有という仏師が制作したことがわかります。鎌倉時

代後期に遡る、本格的な金剛力士像の基準作として貴重なものです。仏師定有について詳細は残念ながらわかり
ませんが、動きを抑えた姿態には自然さがあり、優れた技量を持った仏師であったことがうかがえます。
一方、阿形像は吽形像をもとに室町時代に作られた補作とみられます。天文年間の同寺再興の折に造立あるい

は修理された可能性も考えられ、寺史、地域史上も高い資料的価値を持つと言えることから、一具として保存を
図ることが望ましいと考えられます。

⑥木
もく

造
ぞう

金
こん

剛
ごう

力
りき

士
し

立
りゅう

像
ぞう

　　吽
うん

形
ぎょう

像の像内に正
しょう

安
あん

三
さん

年
ねん

巧
こう

匠
しょう

定
じょう

有
ゆう

等の銘がある

時　代：鎌倉時代（吽形）、室町時代（阿形） 　　所有者：金輪寺（亀岡市）　  

正面

像底 左斜め前 右側面
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　金銅能作性塔は、内部に水晶製の宝珠を入れる金銅製容
器で、上下に分かれる構造です。能作性塔の遺品は奈良・
長福寺の能作性塔（国宝・鎌倉時代）のほかには類例が少
なく、長福寺のものには失われた内容物（宝珠）とともに
伝来する点で価値の高いものです。
木造彩色宝珠台は、片側に石清水八幡宮、反対側に聖徳

太子が勝
しょう

鬘
まん

経
きょう

を説く様子を描き、全体として石清水八幡宮
のある男山をかたどった珍しい工芸品で、頂上部にくぼみ
を設けて宝珠が乗せられるようになっています。
　宝珠台のくぼみが、能作性塔とともに伝来した水晶製の
宝珠に相応しい大きさであることに加え、石清水八幡宮や
聖徳太子と宝珠信仰には深い関わりがあり、両作品は、南
都の特色ある宝珠信仰を示す類例のない優れた工芸品と言
え、一体で保護を図ることが望ましいと考えられます。

〈指定　美術工芸品（工芸品）〉

⑦    金
こん

銅
どう

能
のう

作
さ

性
しょう

塔
とう

　    木
もく

造
ぞう

彩
さい

色
しき

宝
ほう

珠
じゅ

台
だい

時　代：鎌倉～南北朝時代　　　　
所有者：海住山寺（木津川市）

｛

金銅能作性塔

水晶製宝珠

吽形像阿形像
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　井尻家文書は、大山崎町大字大山崎に所在する井
尻家に伝来した、鎌倉時代から現代に至るまでの計
1100 点余りの古文書です。
　井尻家は、「秦

はた

」氏を名乗り、鎌倉時代にはすで
に大山崎の「井

い

尻
じり

保
ほ

」と呼ばれる地域周辺に居住し
ていたと考えられる家で、室町時代には大山崎の神

じ

人
にん

、江戸時代には社
しゃ

家
け

などとして一貫して地域の有
力者として活動をしています。
　文書のうち最も古いのは鎌倉時代の応長元年
（1311）のもので、他に室町時代以前の文書も約
30 点残りますが、特に播

はり

磨
ま

国（現在の兵庫県）で
の荘園支配に関わる文書は、大山崎神人の活躍を伝
える貴重な資料です。文書の大部分は江戸時代や明
治時代のものですが、元治元年（1864）の禁門の
変に関係する類火により、系図や古文書などを焼失
したと伝わっており、時期や内容によって文書の残
り方に差があります。
　このように本資料は、長期にわたりほぼ同一の場
所に居住し続けた家によって伝世されてきた、鎌倉
時代以降現代までの長期間に及ぶ極めて珍しい資料
で大変貴重です。なお、これらの文書は、江戸時代
末に作成された文書箱３箱にまとまって保存されて
きたことから、文書箱もあわせて指定されています。

〈指定　美術工芸品（古文書）〉

⑧井
い

尻
じり

家
け

文
もん

書
じょ
　附文書箱

　　　　　　　　         文政十三年、嘉永七年及び慶応元年の
                                                        墨書銘がある

木造彩色宝珠台（聖徳太子勝鬘経講讃図）

※反対側は表紙参照

聖徳太子の勝鬘経講讃の場面（拡大図）

時　代：鎌倉～現代　　所有者：個人　  

井尻助尚遵行状（永徳元年［1381］）

石清水八幡宮別当家奉書（延文 5年［1360］）
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　伊根町本庄浜にある宇良神社（浦嶋神社）は、浦島太郎の物語としても著名な浦嶋子を祭神とする神社です。
　この宇良神社に伝わった「続浦嶋子伝記」は、浦嶋伝説を記した「浦嶋子伝」に、漢詩などを加えて平安時代
の延喜 20年（920）に成立したとされるもので、後の様々な浦嶋伝説のもとになった資料の一つです。奥書には、
鎌倉時代の永仁２年（1294）に「丹

たん

州
しゅう

筒
つつ

河
かわの

庄
しょう

福
ふく

田
だ

村
むら

」の「如
にょ

法
ほう

道
どう

場
じょう

宝
ほう

蓮
れん

寺
じ

」で写したとの記載があり、詳細な
場所は特定できませんが、「筒河庄」は現在の宇良神社のそばを流れる「筒川」に由来する名称のため、鎌倉時

代に現在の宇良神社周辺で書写され
たことが確実な資料です。現在は８
紙が残りますが、一部に欠損があり、
もとは 12紙ほどあったと推定され
ます。紙の質などから後の時代に写
したものではなく、奥書に記された
鎌倉時代に写された可能性が高いも
のです。
　このように、本資料は「続浦嶋子
伝記」の現在伝わるなかで最も古い
写本であり、また、日本史上最も著
名な説話の一つである浦嶋伝説の古
い時代の様子を残すものであり、歴
史学、国文学上たいへん貴重な資料
です。

〈指定　美術工芸品（書跡・典籍）〉

⑨紙
し

本
ほん

墨
ぼく

書
しょ

続
ぞく

浦
うら

嶋
しま

子
こ

伝
でん

記
き

預所沙弥宛行状（応長元年［1311］）

田畑出銭之事（天正 17 年［1589］）

時　代：鎌倉時代　　所有者：宇良神社（伊根町）　  

続浦嶋子伝記　奥書部分
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〈指定　美術工芸品（考古資料）〉

所有者：京都府
管　理：山城郷土資料館

⑩冑
かぶと やま

山１号
ごう

墳
ふん

出
しゅつ

土
ど

品
ひん

　城陽市観音堂にかつて存在した冑山１号墳は、６世紀
前半に築造された全長約 40ｍの前方後円墳です。昭和
の京都府教育委員会による発掘調査で、墳丘に樹立する
埴輪と横穴式石室の副葬品といった、調査の時点で古墳
に残っていた遺物のすべての出土位置が記録され回収さ
れました。
　埴輪の大部分は円筒埴輪で、墳丘を全周して配置され
ていました。また、人物埴輪（男子像）や馬形埴輪、家
形埴輪といった形象埴輪も出土しており、墳丘くびれ部
にまとめて配置されていました。これらの埴輪群は、古
墳時代の男性の服装や器物の形状、さらに古墳の墳丘上
で行われた埴輪祭祀の実態を示すものです。
　横穴式石室の副葬品は、須恵器や玉類、鉄製武器、鉄
製馬具から構成されます。金属製品をみると、冑山１号
墳の副葬品は実用的で簡素な構成となり、他の前方後円
墳出土品でみられるような金銅製品や銀製品は含まれま
せん。当時のこの地域には、さらに力のある有力者が別
に存在し、冑山１号墳被葬者はそれに次ぐ地位にあった
のかもしれません。
　また、埴輪や鉄製武器、須恵器等の多様な遺物の一括
出土品である冑山１号墳出土品は、他の古墳との前後関
係を検討する上で重要な指標となる資料群で、学術的に
も高い価値を有します。

続浦嶋子伝記　現存第１紙及び第２紙 ( 部分）

冑山１号墳出土品
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　淀藩主永井家墓所の所在する興聖寺
は、鎌倉時代に道元が開創した曹洞宗
の寺院で、もとは京都深草の地にあり
ましたが、応仁の乱などの戦乱によっ
て寺勢が衰えていました。江戸時代前
期の淀藩主永井尚

なお

政
まさ

は、興聖寺の荒廃
を憂い、宇治の朝日山麓に再興するこ

〈指定　史跡〉

時　代：江戸時代
所在地：宇治市

⑫淀
よど

藩
はん

主
しゅ

永
なが

井
い

家
け

墓
ぼ

所
しょ

〈指定　無形文化財（金工）〉

⑪鋳
ちゅう

金
きん

　
　金工の主要な技法に鋳金、鍛

たん

金
きん

、彫
ちょう

金
きん

がありますが、中
でも鋳金は、高温で溶融した金属を鋳

い

型
がた

に注ぎ込み、冷却、
凝固の後、鋳型から取り出して仕上げの処理を施す技法で
す。
　髙橋範子（阿子）氏は、昭和 22 年（1947）宮城県気
仙沼市に生まれました。立花や生花などを本格的に学んだ
後、金工の世界に魅せられ、蠟

ろう

型
がた

師
し

で金工作家の加
か

茂
も

霊
れい

峰
ほう

氏に師事して蠟型鋳造の技術を習得し、伝統工芸展へ出品
していきました。昭和 56 年（1981）、伝統工芸第 10 回
日本工芸会近畿支部展に初出品して受賞すると、その後日
本伝統工芸展を中心に出品して入選を重ねています。平成
30年（2018）第 65 回日本伝統工芸展に出品した「蠟

ろう

型
がた

鋳
ちゅう

銅
どう

花
か

器
き

『早
はや

瀬
せ

』」が日本工芸会奨励賞を、令和３年（2021）
第 68回日本伝統工芸展で「蠟型鋳銅花器」が東京都知事
賞を受賞するなど、立花や生花の知識を背景に確かな技術
から生み出された優れた造形力は高く評価されています。

とを決意します。そして、再興のなった慶安二年（1649）に、父母と自分、妻の墓塔、さらに父、直
なお

勝
かつ

の事績
を記した頌

しょう

徳
とく

碑
ひ

を境内北西部に建て、以降、永井家の墓所としました。
　永井家墓所は、中心に興聖寺開山墓、歴代住持の墓があり、その左右に永井家各代の石塔が並ぶという珍しい
配置で、この構成は当初から現在まで維持されています。また、頌徳碑に記された直勝の事績は、林

はやし

羅
ら

山
ざん

の筆に
よるもので、文化史的な価値も高いものと評価されます。
　永井家墓所は、江戸幕府による畿内経営の要であった淀藩の統治を担った譜代大名・永井家のあゆみと、京都
府南部を代表する名刹・興聖寺の歴史を今に伝える史跡です。

保持者：髙
たか

橋
はし

範
のり

子
こ

（雅号：髙橋阿
あ

子
こ

）　　　　
住　所：京都市

第 68 回日本伝統工芸展　東京都知事賞

蠟型鋳銅花器

髙橋阿子氏

淀藩主永井家墓所
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京都府指定・登録・暫定登録文化財等の保存修理事業等
　令和３年度に行った京都府指定・登録・暫定登録文化財の保存修理事業等の概要を紹介します。

   【１】建造物
　文化財の適正な保存のために実施される事業経費の一部について、要綱に定めるところにより補助金を交付し
ています。建造物の管理と修理を主な対象としており、令和３年度は新規 26件、継続８件の保存修理事業につ
いて助成しました。

　京都市北区の平野神社拝殿（平成 26年指定）は、江戸時代前期に遡る貴重な建造物です。平成 30年の台風
21号により倒壊しました。被災による破損が甚大なため、各部材を丁寧に補修しながら組み立てる解体修理を、
令和元年度から３箇年で行いました。

小屋組復旧の状況　　　　　　　　　　被災直後の様子　※平野神社HPより

竣工した拝殿
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   【２】美術工芸品
　美術工芸品では、掛軸、襖絵、古文書などを対象と
した保存修理事業や防災施設整備事業を行っています。
令和３年度は継続６件、新規７件の保存修理事業と継
続１件、新規１件の防災施設整備事業に助成しました。

　一般社団法人京都當道会（京都市上京区）が所有す
る絹本著色日吉山王垂迹神曼荼羅図及び日吉山王本地
仏曼荼羅図（平成 19年度指定）は、それぞれ鎌倉時代
と南北朝時代に遡ると考えられる、京都府内では同作
例のなかでも最古例に属するとても貴重な作品です。　　　　　　　　

　経年の劣化により本紙全体に大小さまざまな折れが
生じ、料絹や顔料の剥離や剥落が見られることから、
令和２・３年度の２箇年で完全解体修理を行うことに
なりました。

　絵画の修理では肌裏紙の取り替えが要となります。
絹本絵画では料絹の裏からも顔料を塗ることがあり、
今回の修理でも丁寧に肌裏紙を除去した結果、裏彩色
の様子を確認することができました。 　　　　

  

【３】史跡名勝天然記念物、文化的景観
    指定地内で自然崩落した土地の整地、説明板・境界標・
警報・消火設備の設置等の管理に係る事業や樹木の剪
定・樹勢回復、き損や劣化した石垣・園池等改修事業、
保護増殖施設の設置などに係る事業を対象にしていま
す。
　令和３年度は、継続２件の修理事業等に助成しまし
た。名勝両足院庭園（京都市東山区）において排水処
理工事と危険木の伐採、そして、史跡萬福寺境内（宇
治市）において土塀改修等を行いました。

 
 　　　　

  

 【４】文化財環境保全地区保存事業
　参道等の復旧整備、災害復旧等の事業を対象にしています。令和３年度は新規４件の事業を助成しました。
武内神社（精華町）は本殿を囲う塀の修理を行い、多治神社（南丹市）は説明板の設置を実施しました。

 　　　　

絹本著色本地仏曼荼羅の肌裏紙除去後の裏面の様子
（左）と修理完了後の様子（右）
（写真提供：株式会社光影堂）

両足院庭園での危険木伐採の状況
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令和 3年度京都府暫定登録文化財一覧（48件）
※文化財の名称には一部略称を使用した。

〈建造物〉
【八  幡  市】　▽相槌神社本殿　▽春日神社本殿　▽石田神社本殿　▽西遊寺本堂　▽西遊寺観音堂　▽西遊寺鐘楼　
　　　　　　▽西遊寺表門　▽神應寺本堂　▽神應寺開山堂　▽神應寺禅堂　▽神應寺衆寮　▽神應寺書院　▽神應寺
　　　　　　鐘楼　▽神應寺山門

〈美術工芸品〉［　］内所有者
絵画　
【福知山市】　▽絹本著色釈迦十六善神像［威光寺］
【綾  部  市】   ▽絹本著色高峰顕日像　此山妙在の賛がある［安國寺］　▽絹本著色無外妙方像　大岳周崇の賛がある［安
　　　　　　國寺］　▽絹本著色無外妙方像　祖立の賛がある［安國寺］　▽絹本著色釈迦十六善神像［楞厳寺］　▽絹本
　　　　　　著色愛染明王像［楞厳寺］　
【亀  岡  市】　▽絹本著色仏涅槃図［光忠寺］　▽絹本著色釈迦十六善神像［如意寺］
【八  幡  市】　▽神應寺障壁画［神應寺］
【京丹後市】　▽絹本著色釈迦十六善神像［常立寺］　▽絹本著色仏涅槃図［萬松寺］

彫刻
【綾  部  市】　▽木造千手観音立像［正暦寺］
【福知山市】　▽木造金剛力士立像［観音寺］
【宇  治  市】　▽木造菩薩坐像［寶壽寺］　▽木造阿弥陀如来立像［極楽寺］　▽木造男神坐像及び木造女神坐像　附木造　
　　　　　　狛犬［下居神社］　▽木造十一面観音立像［惠心院］　▽木造阿弥陀如来立像［惠心院］　
【亀  岡  市】　▽木造薬師如来立像［極楽寺］　▽木造神像［王子神社］　▽木造地蔵菩薩坐像［峠の子安地蔵尊保存会］
【長岡京市】　▽木造狛犬［乙訓寺］
【木津川市】　▽木造大日如来坐像［浄瑠璃寺］　▽木造阿弥陀如来坐像［現光寺］　▽木造四天王立像［現光寺］
【久御山町】　▽木造狛犬［雙栗神社］
【精  華  町】　▽木造阿弥陀如来坐像［阿彌陀寺］

古文書
【舞  鶴  市】　▽河辺八幡神社棟札類［八幡神社］
【亀  岡  市】　▽金輪寺奉加帳［金輪寺］　
【宇治田原町】　▽龍雲寺大般若経　附経櫃　慶応二寅年正月十六日の銘がある［龍雲寺］

歴史資料
【八  幡  市】　▽石清水八幡宮摂社若宮社殿内安置厨子収納品［石清水八幡宮］

考古資料
【舞  鶴  市】　▽鎮壇具　松尾寺遺跡出土　▽黒釉白堆線文壺　満願寺跡出土
　
〈史跡〉
【木津川市】　▽鹿背山不動院境内

木造薬師如来立像（亀岡市極楽寺） 神應寺障壁画（八幡市神應寺）のうち竹虎図杉戸（部分）
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京都府指定・登録等文化財市町村別件数一覧（令和４年 9月１日現在）

文化財保護　NO.40

令和 4年 10月発行


